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【研究成果の概要】  （文字の大きさ 9 ポイント・字数 800 字～ 1600 字程度）  
 

１．はじめに  

 本研究の 目的は、 小 学生の異文 化理解と 自 文化受容に 外国人と の 交流活動が 有効であ る か、

有効である 場合どの よ うに有効か を明らか に することに あ る。本 研 究では、東 京都八丈 町 立大

賀郷小学校 において 、 米国ハワイ 出身外国 人 による授業 を行った 。 ハワイは八 丈島と地 理 的、

文化的および言語的環境が類似しているため、特に自文化受容の点で効果があると考えた。  

 

２．方法  

 東京都八丈町立大賀郷小学校において、 2014 年度２回にわたって外国人講師（米国ハワイ州

出身）による授業を実施した。詳細は次のとおりである。  

対象：５年生、６年生  

第１回授業：  

【日時】 2014 年 5 月 21 日（水） 85 分間  

【対象】前半 45 分は 5、 6 年生児童 33 名、後半 40 分は全校児童 130 名  

【内容】ハワイについての紹介、 ハワイの伝統楽器 と伝統舞踊の教授など  

第２回授業：  

【日時】 2014 年 10 月 22 日（水） 45 分間  

【対象】 5 年生児童 16 名  

【内容】ハワイの伝統楽器の演奏方法、ハワイ 伝統曲の歌詞、伝統舞踊の教授  

 

３．結果  

 各回の授業前と授業後に意識調査アンケートを実施し、次のことが明らかになった。  

①  「外国人講師と勉強することに対する不安や心配があるか」、授業前に尋ねたところ、「不安

や心配がある」と回答した者は、第１回は 23.1％だったが、第２回には 12.50％とほぼ半減

した。  

②  各回の授業前と授業 後に「外国人について、どのようなイメージがあるか」尋ねた。２回の

授業を受講した５年生の回答を検討したところ、以下のことが明らかになった。  

A)  回を追うごとに「安全」と回答する割合が増加する。  

B)  授業後に「親しみやすい」「話しやすい」と回答する割合が増加した。  

C)  「活発」「楽しい」と回答する割合は最初から高く、変化はほとんどない。  

③  「外国人講師とどのようなことをしたいか 」尋ねたところ、第１回は、授業前アンケートで

は、「フラ」、「ハワイの ことを教えてもらいたい」の回答が多いが、授業後のアンケートで

はこられに加え、「つりをしたい」、「八丈のことを教えたい」、「八丈太鼓を教えたい」、「石

投げ踊りを教えたい」など多彩な回答が得られた。授業後、自文化の発信を考えた児童があ

らわれたことがわかる。第２回授業の授業前アンケートでは、楽器を習うことを事前に承知

していたことから「楽器」と回答した者が多い。授業後は「フラ」「ハワイ語」「楽器」など

授業で扱った活動、「つり」「サーフィン」などハワイと八丈に共通する活動があげられた。 

④  第１回の授業前に「 外国人講師に教えたいこと、伝えたいことがあるか」尋ねたところ、「テ

ィ リ ー フ が た く さ ん 生 え て い る こ と 」、「 フ ラ 教 室 が あ る こ と 」、「 自 然 が き れ い な こ と 」、

「新鮮な魚が釣れること」、「島の人は海が好きなこと」などハワイとの共通点が多数あげら

れていた。また、「八丈 の名所」、「八丈太鼓」 など八丈の魅力に関する回答もあった。全回

答のうち、 68％が八丈の文化や自然に関するものであった。  



４．考察  

 ２回にわ たる活動 を 行い、児童 に対しア ン ケート調査 を実施し た ことで、児 童の異文 化 理解

と自文化受 容に関す る 意識の変化 を観察す る ことができ た。異文 化 理解につい ては、交 流 を進

めるほど外 国人に対 す る不信感が 減少する と いうことが わ かった 。 また、授業 直後は親 近 感を

感じる割合が増加していた。  

 自文化受 容につい て は、 外国人 講師に伝 え たいことを 聞くこと に より、間接 的に意識 の 変化

を検討した。授業前のアンケートで、八丈の文化や自然をあげる回答が全体の７割近くあった。

外国人と接することにより、自文化について考えるきっかけになったのではないだろうか。  

 これらの 結果から 、 外国人との 交流授業 は 児童の異文 化理解と 自 文化受容に 対し有効 だ と言

えよう。今 後は、児 童 が自文化を 伝えるた め の準備をし て、外国 人 に伝える、 という活 動 を取

り入れるなどの方法を取り入れ、 その効果を検証したい。  
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